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飯山市内には数多くの埋蔵文化財包蔵が存在しており、市教育委員会ではこれらの包蔵地につ

いて、文化財地図の作成 。文化財パ トロール等を行い保護対策を講 じております。

ただ、近年盛んになりつつある開発事業に伴い、それに先立つ記録保存としての発掘調査も増

加の傾向にあります。文化財充実と自然や文化財との調和が図られた結果であり、教育委員会 も

積極的に進めているところであります。

田革川尻遺跡は、飯山市でも特に重要な遺跡の一つであり、開発に伴い過去四回の発掘調査を

進めてまいりました。今回の店舗建設に伴う調査は、事業主の堀川氏のi条い御理解をいただく中

で実施することになりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する理解を一層1果める上に役立ち、多くの方々に利用されることを

願ってやみません。

末筆となりましたが、この調査にあたって御協力をいただきました堀川正行氏をはじめ、調査

員の方に深 く感謝申し上げて序といたします。             昭和63年 3月 31日

飯山市教育委員会

教育長 浦野 昌夫
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本書は、店舗建設に伴う、飯山市大字蓬

宇北原213～ 1に所在する田革川尻遺跡の

緊急発掘調査幸R告書である。

調査は、事業主堀川正行氏から依頼を受

けた飯山市教育委員会が調査団を編成し

て行った。

本書は望月がまとめた。
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第 1図 田草川尻遺跡の位置 (1:50000)
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I 遺跡概観

1.遺 跡の位置

田革川尻遺跡は、飯山市大字蓬字北原地籍を中心として、縄文～中世に亘る10万 m2に及ぶ一大

複合遺跡である。 (第 1図 )

甲信国境にi原 を発する千曲川は、佐久・上田盆地を流下 し、長野市川中島付近で犀川を合わせ

肥沃な善光寺平を形成する。善光寺平東縁に至ると東側の長丘丘陵、西側の斑尾山麓の隆起地帯

を穿入蛇行する。そして中野市古牧地区の長丘丘陵北端に至ると再び1充域を広げ信濃に最後の平

を残す。これが飯山盆地である。飯山盆地を過ぎると信越国境の山岳地帯を再度穿入蛇行 し越後

へと流れ去る。

田車川尻遺跡は飯山盆地が展開する最初の地点に位置する。東側に高社山(1352m)が螢えてい

るために比較的狭長な沖積地を千曲川が流れ、善光寺平と飯山盆地との回廊目的な地点となって

いる。飯山盆地西縁は上境～鬼坂断層線によって画されているために急傾斜をもって斜面に接 し

ている。そのため山地から流出する河ナIIは急流をなし、斜面の急な小扇状地を形成している。遺

跡の所在する秋津地区でも二つの扇状地が発達 している。すなわち、清ナII・ 田革川・宮沢川によ

る各扇状地である。

田車川尻遺跡は、このうち田車川扇状地扇端面に立地する。南側は宮沢サIIの小扇状地と千曲川

沖積地に接 しており、北側は清川扇状地との間の低湿地帯に接 している。また、東側は千曲川が

扇状地扇端部を袂るように (攻撃斜面)が流れており、その比高差は 5m前後である。

2.周 辺遺跡

当田車川尻追跡の位置する秋津地区には、21ヶ 所の遺跡が確認されている (第 2図 )。 時期的に

は紐文早期から平安・中世に及んでいる。特に者名な遺跡としては、縄文中期i果沢遺跡10、 同晩

期山ノ神遺跡(0、 勘助山古墳(9)な どが挙げられる。

深沢遺跡……・昭和37年、当時中学生であった猪瀬良平氏が採集した土偶脚部破片に注目した神

田五六 。高橋桂氏等によって、昭和38年～40年 にかけて 3回発掘調査された。土器は組文中期初

頭～中葉に比定されるもので、北陸の新崎様式に4jxめ て類似する土器が存在している。また、特

筆すべきは土偶が43点出上したことである。中でも中空大土偶は、新潟県上野遺跡例に類例があ

り、土器・土偶とも北陸地方の様相が認められている (西沢 1982光

山ノ神遺跡……昭和47年、土地改良工事に際して発見され、急遠発掘調査が実施された。約90

m2の範囲に確認された集石遺構を中心として、晩期に属する多量の上器・石器が検出された。土

器は佐野lb式、佐野Ⅱ式を中心とする土器群であり、佐野式上器を補完する資料として重要視さ
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第 2図 周辺遺跡分布図 (1:25000)
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写真 1 山ノ神遺跡出土魚形線刻画土器片
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第 3図 深沢遺跡出土土偶 (1:3)
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第 4図 勘助山古墳実測図 (1:400)

れている (大原 1982)。 さらに、線刻による魚形が描かれた土器片の出土は、他に類例がないと

いうだけでなく当時の生業・生活思想の一端を知る好材料である (高橋  1972)。

勘助山古墳……松沢芳宏氏によって確認されたもので、前方後方墳として推定されている (松

沢 1982兆 ただし、測量調査のみであり、発掘調査を経ていないために具体的な内容については

一切わかっていない。 しかし、本古墳が古式古墳の可能性が高い事は、田車川尻遺跡に直接関係

してくるばかりではなく、飯山地方における古墳文化を究明する上で重要な鍵となることは間違

いないだろう。

-5-



Ⅱ 田車川尻遺跡

長野県史によれば、田車川尻遺跡は県史番号127(組)前、中期土器、石鏃、打石斧、石匙、

凹石  (弥)竪穴住居、栗林式、箱清水式  (古 )竪穴住居、祭所E址、五領式、和泉式、鬼高式、

須恵器、滑石製勾玉、鉄鏃、鈍、輔羽日 (高 j/・) (奈 )須恵器  (平)土師器、須恵器、刀子

と出土遺物が記載されている。また、同県史主要遺跡 (北 。東信)では第 1次・ 2次の成果報告

が担当した高橋によってなされている。

本稿では過去の調査成果を踏まえ、田車川尻遺跡の概要について触れてみたい。

遺跡は過去 4回の発掘調査が行われており、これを便宜的に第 1次～ 4次調査とする。

第 1次調査

昭和47年、国道117号線静間バイパス敷設工事に併い緊急発掘調査が実施された (第 7図 A～ E)。

約600mど の調査によって、縄文前期・弥生中期土器片とともに古墳時代の竪穴住居l■ 2軒、平安時

代竪穴住居址 1軒、古墳時代祭祀遺構 2基、平安時代土城13基が検出された。

第 2次調査

昭和52年、工場用地造成に伴い、約1500m2を 調査 した。調査によって弥生時代 4、 古墳時代 4、

平安時代11の計19軒の竪穴住居址が検出され、田革川尻遺跡の中心部分であることが判明した

(第 7図 F)。

弥生後期の土器は量的にもまとまっており、調査者のひとり太田文雄は土器群を分析 して、田

車川尻 I・ H式 に分類 した (大田 。1980)。

第 3次調査

昭和57年、飯山市農業協同組合によるガソリンスタンド建設に伴い調査が実施された (第 7図

G比 タンク埋設部分の約100rn2を調査 したのみであったが、遺物集中箇所 2を 検出し、そのうち

第 1地点は弥生後期の赤色塗彩土器のまとまりであり、祭祀の可能性 も考えられている。上器は弥

生期末に位置づけられる。

第 4次調査

昭和60年、国道117号線道路改良工事 (チ ェーン脱着場建設)に伴い約200m2を 調査 した(第 7図

H・ Iち 柱穴群等が検出されている。

以上の調査結果から、田車川の北、南では遺構に差異が認められ、南側に遺跡の中心部分が認

められる。すなわち、弥生 。古墳・平安の各時代の集落址はF地区を中心として、西側の B地区

及び南狽1へ続 くものであろう。

また、古墳時代 (鬼高期)の大型住居址が B・ F地区で一直線上に並ぶ点は、同一存在を推測

させるものであり該期の集落形態を知る上で極めて興味深い事例と考えられる。
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第 5図 遣跡周辺の微地形及び調査区 (1:4000)
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第 6図 田草川尻遺跡 編年図集成

-8-



第 7図 田草川尻遺跡 遺構配置図 (1:1000)
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今回の調査地区は、第一次調査のA・ B区の南側である。

田草川尻遺跡発掘調査一覧

写真 2 調査区近景

次 調 査 年 調 査 区 調 査 原 因

日召不日47望手 A ～ E 国道117号線静間バイパス敷設工事

2 日召不日52と手 F 工場用地造成

3 日召不日57∠子 G 店舗建設

4 日召和 60年 H I 国道117号線改良工事

5 日召不日62`子 F 店舗建設

-11-



III    調 査

経 過

昭和62年 4月 、秋津地区在住のIPA川正行氏より、埋蔵文化財田車川尻遺跡内に店舗建設したい

旨の話があった。概要は、770ド を

借地 し、 国道と同じ高さ (約 1.5

m)に盛土を施し、そのうち約140

∬の店舗を建設するというもので

ある。着工は 7月 には行いたいと

いうことであり、調査が必要であ

れば早急にお願いしたいというこ

とであった。

教育委員会でその対応を検討し

たが、二月初旬より圃場整備事業

に伴う二遺跡の調査を予定してい

るため、その事業が終了してから

着手することとした。

なお、営利事業に伴う発掘調査

の費用は原因者負担を原則として

おり、その旨を事業主の堀川氏に

話したところ深い御理解をいただ

くことができた。

昭和62年 5月 15日 付で堀川正行

氏より、「埋蔵文化財の発掘調査

について」の依頼があった。

5月 22日 、文化財保護の立場か

ら受託 し、堀川正行氏と教育委員

会教育長浦野昌夫との間で委託契

約を締結した。
0              1om
I        :       !

第 8図 調査及びグリット設定図 (1:
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調査は、 5月 より開始された釜渕ほか 1遺跡の調査が終了した 6月 25日 より開始 した。調査対

象区域は、店舗建設予定地の140∬部分とし、設計図に基づいて調査区を設定した (第 8図 )。 調査

地区は荒蕪地で、杉などの切 り株が残っており、加えて黒色上が厚いため重機で表土を劉 ぐこと

とした。

地山面と思われる責褐色土層は40～ 100cmで 、東に向って順次深 くなっていた。黒色土は火山灰

土と思われ、ボロボロとして軟 く非常にキメの細い土層である。

出上 した遺構 。遺物は少なく、平安期掘立柱建物 1、 土城 2、 柱穴15で、組支～平安期土器片

が少量検出されたにすぎない。

25日 から開始された調査は30日 まで行ったが、実質 3日 間で終了することができた。

発見された遺構 と遺物

(1)遺 構

約110ぽ を調査 したが、出土した遺物は掘立柱建物 1、 土城 2、 柱穴15であった。以下に説明を

加えたい。

掘立柱建物 (第 9図 SBl)

写真 3 調査風景

-13-



一部の検出ではあるが田革川尻遺跡内において初めて掘立柱建物が検出された。梁行4.lmで 、

柱間間隔は梁行2.05m、 桁行2.15mを測る。柱穴の深さは平均30cmで ある。

遺物はビット1(Pl)内 より土師器・須恵器片各 1点が出上 した。

本遺構は出土遺物から平安時代に帰属するものと推定される。

土拡 (第 9図 SKl・ 2)

SKl C-2区 に位置する。100× 95cmの ほぼ方形なプランを呈する。底面はほぼ平担で鍋底

状 となっている。覆土はボロボロとした黒色土である。

底面付近より、組文土器・土師器 。骨片 (動物 ?)が出土 している。遺物からは古墳時代以降

と推定でき、骨片の出土により土1/A墓の可能性 も考えられる。

SK2 A-1区 に位置し、65× 56cmの楕円形ブランを呈す。深さは40cmを 測る。

遺物は土師器郭形土器片で、古墳時代に位置づけられる。

柱穴 SBl以 外に15の柱穴が検出されたが、それぞれ関連 して遺構 となるものはない。

(2)遺 物

遺構およびグリットから出土 した遺物は、組文土器片・弥生土器片・土師器片・須恵器片 。骨

片 (動物 ?)であるが、出土量は極 く少い。

写真 4 調査区遺構全景
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第 9図 遺構実測図 (1,100)
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写真 5 SBl(平 安時代 )

写真 6 SKl
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縄文土器 (写真 7)

SKlで 細片が出上 したほかはグリットー括品である。すべて単節斜組文を施交したもので前

期後半の上 Zξである。

古墳時代の上器 (写真 8)

高ITh(1) SK2よ り出上したもので、lTN部片と思われる。明褐色を呈 し、内外面ともにて

いねいなヘラミガキがなされる。

ナ宛 (2) 胴下半部で内面が黒色処理が施されている。外面はやや白っばい黄褐色を呈 してい

る。外面は研磨、内面はヘラミガキが施される。

簑 (3～ 5) 3は 口縁部から胴部に至る部分で、頚部が強 くな縮 し、短 く外反する器形を呈

す。赤褐色で、内外面はナデ、内面に輪積み度を明瞭に残す。

平安時代の上器 (写真 8-6)

SBl・ Plよ り出土 したものである。他に甕片が出上している。 6は 須恵器で長頸との頸都片

と思われる。内外面ともに自然釉がかかる。

なお、掲載できなかったが弥生式土器が若千出上している。刺突支を有する中期甕形土器片お

よび櫛描波状文が施される後期甕形土器片などである。

写真 7 縄文時代の上器
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写真 8 古墳・平安時代の上器

写真 9 SKl出 土骨片 (動物 ?)
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飯山市教育委員会 1978 「田草,II尻遺跡H」

飯山市教育委員会 1984 「田車サ|1尻遺跡H」

飯山市教育委員会 1986 「田車川尻遺跡Ⅳ」

太田文雄 1980 「Hヒ信濃弥生後期編年について」信濃32-4

大原正義 1982 「山ノ神遺跡J県史考古資料編全一巻 (二 )

高橋 桂 1972 「魚形線刻画のある土器片」信濃24-11

西沢隆治 1982 「深沢遺跡」県史考古資料編全一巻 (二 )

松沢芳宏 1982 「有尾古墳 `勘介山古墳」県史考古資料編全一巻 (二 )
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調査団の構成
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〃  田オ寸 況城  (飯山市外様顔戸)

調査協力 松沢 芳宏  (飯山市秋津静間)
″  坪根まどか  (学生)
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事 務 局 小川 恵―  (飯山市教育委員会社会教育係長)

飯山市埋蔵文化財調査報告書 第17集

田 草 川 尻 遺 跡 V
昭和63年 3月 31日

編集 。発行 飯山市教育委員会
印   刷 lt~l支 栄 孔 版 社




